
エコツーリズムを活用した地域活性化のためのワークフロー例
【地域活性化の具体的な目標】 
　1.若者が地元に帰ってくる→地域の魅力の発見、産業の発展、サークル等の活発化
　2.年寄りが自分の居場所を持てる、仕事を持てる→誇りの回復
　3.地域の元気が周辺に知られる→他の地域との交流、都市住民との交流の活発化

【地域活性化のためのステップ】
　●以下のステップに沿って、日本エコツーリズムセンターが地域活性化の事業をお手伝いします。 

地域活性化実行委員会の設立 商工会議所、青年会、地域リーダー、NPO代表者、
土地の名士などキーマンとなる人材の組織化

事業検討会 実行委員会と外部専門家との会合。地域の課題、
目標を共有化する

地域協議会の設立

エコツーリズム協推進議会の設立

内部勉強会
他地域の実例や地域活性化の方法を学ぶために、
講演会やセミナー、シンポジウム形式で開催。
「やればできる」ことを実行委員会の共通認識にし、
モチベーションを高める

首長、関連機関、NPO、実務部隊による
コアチーム（地域協議会）の設置。
地域協議会をつくることで、省庁の

地域活性化補助事業を受ける受け皿ができる

外部専門家による地域資源調査。4回

地元学を学ぶ

フィードバック、定着化

「地域は元気になること」「地域には魅力が満ち溢れていること」を
講演会やセミナー、シンポジウム、体験会、ワークショップで
市民に知らしめる。必要に応じて次年度以降も継続開催

キーマン及び上記情報発信で手を挙げてきた
キーマン予備軍、一般市民に地元の魅力、
価値を再発見してもらうためのプログラムを実施。

人材育成地域産業の復活 地域活性化のためのプログラム等の開発、実行、
広報宣伝するためのコーディネーターやガイドの養成

農産物、伝統工芸、農家民宿などの地域産業の復活。
都市NPOとの連携・交流などによる

交流イベント、文化祭、地域サークルの活性化。
Iターン、Uターンの促進

モデル事業の開発・実施
エコツアーやグリーンツーリズムなどの
プログラム開発、モニターツアーの実施、
商品づくり、地域交流の場づくり、地元小中学校との連携、自然学校、地
域SNS、各種サークル等の立ち上げ、広報宣伝活動の実施など

ブラッシュアップ、事業化、定着化

持続的な地域活性化へ

現地調査 地域への情報発信

産業の誘致や施設の建設が地域活性化にはつながらない。「地元を愛する人を育て、自立すること」が、地域活性化のポイント

←重要となる技術移転

初年度

3～10年目

1～2年間

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里5-38-5
TEL:03-5834-7966　FAX:03-5834-7972　E-mail: desk@ecotourism-center.jp

■自然と環境のポータルサイト「エコツアー・ドット・ジェイピー」
http://www.eco-tour.jp/

■ホームページ
http://www.ecotourism-center.jp/

NPO法人日本エコツーリズムセンター

エコツーリズムを通じた自然環境の保全、観光振興、
地域振興、環境教育の推進を図る「エコツーリズム推進法」

をベースに地域活性化を図るための協議会の設立
主務大臣は、環境、国土交通、農林水産、文部科学大臣。

【事例】
●群馬県川場村　世田谷区と提携。世田谷川
場ふるさと公社を設立し、世田谷区民との交
流事業を促進。
●岩手県久慈市バッタリー村　戸数5戸の日
本で一番小さな村が都市のNPOと交流するこ
とで日本全国に知名度が広がり、観光客や修
学旅行を誘致。有機農産物の産直運動「大地
を守る会」と連携提携。


